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09 年 4 月の上陸解禁によって、島への観光上陸はブームとなり、波風の強い日は船が接岸で
きず年 100 日程度しか上陸できないと言われていたにも関わらず、上陸解禁 1 年の本年 4 月 22
日までに上陸者は、市の予想を大きく上回り、59,000 人に達した＊4 (われわれ社研のメンバー
もその数に入っている)。 






















のあった高島から南西約 2.5 ㎞に位置する、南北約 480ｍ、東西約 160 メートル、周囲 1.2 ㎞、
高さ約 10ｍのコンクリートの護岸に囲まれた、面積約 6.3ha の小島である(本来、この 1/3 ほど
のものでしかなかったが、炭鉱としての整備・拡張のため 6 度にわたって埋め立てられ、現在




露出炭を採炭する程度であったが、1869 年に長崎の業者が採炭を始め、86 年には 36ｍの竪坑
が完成していた。90 年，三菱が 10 万円で買い取り、高島炭鉱の支坑として本格的な開発を進
め、97 年には出炭量で高島炭鉱を抜くまでに成長している。 
その後、島を埋め立てで大きくし、次々と海底深く坑道を拡大(最深部は海抜 －1,100m)、端
－ 61 － 





戦後直後は出炭量が 8 万トンに低下したが 47 年から増産が続き、63 年に 24.5 万トンまで増
加した。64 年のガス爆発で、約 1 年間採炭休止となり、出炭は 9.8 万トンと大きく減少したが、
66 年には 32.8 万トンに回復、その後 30 万トン前後で推移し、閉山 1 年前の 72 年には戦後最
多の 35 万トンを記録した(図 2 参照)。しかし、日本経済が石炭から石油へとエネルギー転換が
進み多くの炭鉱が閉山していく中、ビルド鉱として生き抜いてきた端島炭鉱は、「炭鉱の閉山旋
風中で黒字のまま閉山するのは端島だけだ」＊7と言われ中、74 年 1 月に「保安上、採掘できる
スミはほりつくした」＊8として 73 年 9 月に閉山が端島労組に提案され、年末に操業を終了し、
年間最大出炭量 41.1 万トン(41 年)、最大時 2,000 人超(44 年)の従業員がいた端島炭鉱は、74 年
1 月 10 日その幕を閉じた。83 年間の総出炭量は 1568.7 万トンであった。 
この時の離職者は下請を含め 816 名、残務整理、三菱系配転者が 101 名＊9であった。なお、















－ 62 － 
人口・端島坑就業者等の推移＊10 
以上のような端島炭鉱の推移は、炭鉱だけの島である端島の従業者、人口の推移に直接的に
影響する。1899 年 9 月末の職工数・坑夫数は 1,197 名、1920 年の人口は 3,271 人(国勢調査)。
1926 年 1 月の稼働鉱夫数は 1,558 名、その家族 1,133 名との記録がある＊11。合わせて 2,700 人
弱であるが、鉱夫以外の職員やその他の居住者を含めれば端島居住人口は 3000 人程度あったと
思われる。36 年 4 月のデータでは、戸数 568 戸、(職員 93 戸、坑夫 460 戸、その他商店など 15
戸)、坑夫 1,397 人、その家族 1,288 人、人口 3,231 人＊12と記されている。35 年 3 月の人口は
3,136 人、炭鉱就業者は 1,240 人である。37 年 8 月末の炭鉱関連人口は、3,158 人(職員 99 人、
その家族 304 人、坑内夫 987 人、坑外夫 512 人、坑夫家族 1,256 人)であった。そして敗戦時(45















島の人口は、戦後直後(1946 年)2,743 人に減少しているが、47 年には戦前水準を超える 3,815
人に回復、以後増加が続き、60 年に 1,600 世帯、5,267 人と同島最大の人口となった。その後、
世帯数、人口とも徐々に減少していき、長崎新聞によると、62 年は 4,992 人(鉱員 1,309 人，そ
の家族 3564 人)であった＊14。64 年 9 月のガス爆発後の操業低下で従業員が 1,056 人から 524 人
に半減したこともあって、砿員・職員家族、下請業者その他を含めて約 2,000 人が転出、65 年
には人口は 734 世帯、3,068 人となった。その後、生産の増加があって、島人口は再び増加傾
向となり、68 年に 934 世帯 3,780 人まで回復した。しかし、再び減少傾向となり、翌年の 69
年 10 月 1 日の砿員数は 674 名、職員数は 87 名で、70 年 3 月末日の人口は 2897 人である。閉
－ 63 － 
山が提案される直前の 73 年 3 月末には 617 世帯 2,426 人となっている。そして閉山後の 74 年




高島炭鉱・端島支坑を経営する三菱鉱業は、24 時間 2 交代(戦後は 3 交代)で働く坑夫・職員
とその家族のための住宅、利便施設等を端島に建設していった。 
1889 年に三菱社立尋常小学校の設立(1921 年に町立)、1916 年日本初の 7 階建て鉄筋コンク
リートアパート(30 号棟<図中の建物の番号>)を建設、続いて 18 年には 3 棟の鉱員アパート(通称
「日給社宅」)を建設するなど、45 年までに 15 棟の鉱員社宅、職員社宅、独身寮と職員合宿所
(36 年)、「昭和館」<映画館兼多目的ホール>(27 年)、泉福寺(21 年)、端島神社(36 年)、島内唯一
の旅館「清風荘」(31 年)が建設されている。この他に、教職員寮「ちどり荘」、霊暗所等が建設
されている。 
戦後も 70 年までに、12 棟の鉱員社宅、職員社宅、独身寮と鉱長社宅(50 年)、下請飯場(66 年)、
職員クラブハウス(53 年)、2 棟の病院・隔離病棟(58 年)、2 棟の町営住宅(53 年、67 年)、町立小











注：図中の番号 1～70 は住居・生活関連施設(2, 3, 5, 6, 1256 は職員社宅、16~20, 30, 31, 48, 56, 57, 
59, 60, 61, 65, 67 は鉱員社宅)、82～110 は炭坑施設。ただし、100 はプール、103 は下請住宅 
出所：「軍艦島を世界遺産にする会」公式 WEB gunkanjima-wh.com/hasima.htm (原資料「阿久井善
孝・他編『軍艦島実測調査資料集』東京電機大学出版局 1984 年)より 
 
面積わずか 6.3ha、しかもその半分以上が作業場・作業施設に取られている狭隘な土地に数
千人が居住していたのである。最大の住民(5,267 人)がいた 1960 年の人口密度は、当時の東京
－ 64 － 
都の人口密度の 9 倍以上という超高密度であった。その狭隘な土地に数千人の居住者用の住
居・生活関連施設が建設されたのである。必然的にそれらの大半は中高層の集合住宅形式の建
物にならざるを得ない。事実多くは 3 階以上で、5，6 階建てのものが多く、9 階建ても 5 棟、9






















である 30 号棟は 4.5 ないし 6 畳＋炊事場という 1Ｋであるが、それ以外の鉱員社宅は 6・3 畳、
















うち 4 棟<60，61，66，67>の 6 階から下は「日光が全く差さない」昼なお暗い住居である＊19。 
下請社宅(飯場)の一つ(最初の 7 階建て集合住宅<30>)は、鉱員社宅が後に転用されたもので、
一戸ごとに炊事場があったが 4 畳半ないし 6 畳一間である＊20。もう一つは、プレハブ 2 階建<26>
である。ともに島の北西の端の方、会社事務所の裏の立地している。なお、図上には、西端に
もう 1 棟「下請住宅」(<103> 社宅ではない)の存在が記録されている。 


















－ 66 － 
戦後労働組合の要求もあって、47 年に「社宅入舎割当点数制(住み替えの点数制度)」が実施さ
れ、勤務成績、勤続年数や家族構成(職員の場合には給与ランクが加味される)に応じて希望の




















端島炭坑の労働は、戦前は 1 日 12 時間(34 年の「坑内労働時間制限令」撤廃で坑内勤務時間

















































立、「閉山 10 周年記念式典」(参加者約 330 名)を開き、以後、「20 年の集い」(同約 360 名)、「25





























年)、「朝鮮人落盤で死亡」(24 年)、「高島とともに、鮮人坑夫 350 余人との間に懇親会計画」(35
年)、「とばくで朝鮮人 12 名逮捕」(38 年)等の記録が散見される。前述の村松のレポート(36 年)
には「朝鮮人労働者が 130 人も住んでいました」と記されている。また、炭鉱労働者だけでな
く朝鮮人「酌婦」もいた(「37 年 6 月に酌婦とされた朝鮮人女性がリゾール<クレゾール>を飲んで
自殺」との報告がある＊46)。 
「三菱高島炭鉱に朝鮮人労働者が集団的に『募集』されたのは 1917 年」＊47とされている。18
年 5 月には、高島炭鉱の朝鮮人労働者は 334 人で、うち端島坑に 70 人いた＊48。 
そして 39 年「朝鮮人労働者が坑内夫として集団移住開始」＊49された。しかし、その正確な人
数、労働実態等は明らかになっていない。後で述べる｢長崎朝鮮人の人権を守る会｣の調査によ
ると、43 年には端島に「強制連行された朝鮮人約 500 人、中国人約 240 人が働いていた」＊50。 
『高島炭礦史』で確認できるのは、敗戦後の「当面の復旧状況、資金繰り、食糧事情等の見
通しが楽観でない状況から、従業員を大幅に縮減」する「一方、治安上、外国人労務者を早期
に帰還させることが急務と判断」して(日本人の)新規徴用者、工場転換者全員(計 363 人)を 8 月
中に、朝鮮人労務者は輸送の関係から逐次送り出し、10 月末までに帰還させた。中国人労務者
11 月 19 日に……退島し」と記されている。45 年 8 月に、高島砿業所(二子坑、端島坑)に、4,186
人の労務者がいたが 11 月末には 1,759 人で、2,427 人の減少とされている＊51。つまり、日本人
の新規徴用者、工場転換者 363 人を除くと、二子坑、端島坑合わせて 2,064 人の中国人、朝鮮



































が、高島町役場端島支所の廃墟で 86 年に発見した、1925 年から 45 年までの「死亡診断書」と
「火葬認許証」だった。 
それによれば、敗戦までの 20 年間に、端島で死亡した連行中国・朝鮮人は計 137 人(朝鮮人
122 人、中国人 15 人)。朝鮮人強制連行が始まった 39 年から 45 年までの 6 年間では 67 人(「変
死」9 人、「事故死」17 人、病死 23 人、埋没による窒息死 14 人、溺死 4 人)もおり、特に 44 年
と翌年の 45 年になると、日本人に比較して朝鮮人の死亡率が高くなっている。朝鮮人は 43 年






















































て、同公式 WEB に掲げてある年表の 1939 年には「朝鮮人労務者が坑内夫として集団移住を開
始」とだけ記載している。 
軍艦島の「観光」・「世界遺産登録」を推進する人々のこのような姿勢の背後に三菱資本の「影」
を感じざるを得ない。三菱重工長崎造船所の従業員(5913 人 09 年 3 月末現在)は市内製造業従
業者の 1／3 強、長崎県内製造業従業者の 1 割弱を占め、その年間生産高(4,200 憶円)は市内製
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